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ま え が き 

 

新元号となる次年度は，今年度に引き続き「子どもの育ちを総合的・連続的にとらえ，『生き

る力』をはぐくむ学校教育の推進」を学校教育の努力目標に掲げ，「子どもの育ちを支える環境

づくりの推進」を土台としながら，「確かな学力」「豊かな心」「健やかな体」の育成のために

各種事業を推進してまいります。 

各校・園においても，「幼稚園・保育所，小学校，中学校の連携を基盤とした教育の推進」を

一層強化し，生活習慣の形成，学力向上，生徒指導，体力・運動能力の向上等に実効ある取組の

推進をお願いします。特に，幼稚園・小学校においては，平成３１年１月に発行の「福島市接続

期カリキュラム『つなぐ』」を，アプローチカリキュラム及びスタートカリキュラム作成の参考

に活用願います。 

新教育要領２年目となる幼稚園においては，幼児の自発的な遊びを通した指導を中心として，

「生きる力」の基礎となる３つの資質・能力を一体的に育むことが求められています。「幼児期

の終わりまでに育ってほしい姿」を考慮しながら，期のねらいと実態に応じた活動を精選し，体

験の質を重視して，幼児自身の内面の成長を促す指導・援助に努められますようお願いします。 

新学習指導要領の移行措置２年目を迎える小・中学校においては，新学習指導要領の趣旨を生

かした取組を充実させなければなりません。 

学習指導においては，教育活動の根本である日々の授業の質を上げるために，「主体的・対話

的で深い学び」の実現に向けた授業改善を目指し，経験だけに頼った教師主導の指導からの脱却

が必要となっています。また，小学校３・４年の外国語活動や中学校道徳科など新たな教科・領

域の指導や，ＩＣＴ機器等を効果的に活用した学習活動の指導についても積極的に取り組む必要

があり，授業の基礎・基本としての不易の教師文化の共有を含めて，校内研修の活性化を期待し

ているところです。 

また，本市の喫緊の課題である不登校をはじめ，認知の難しいいじめへの対応，情報モラル不

足を起因とした生徒指導事案の増加など，生徒指導面においても適切な対応が求められています。

各校においては，管理職のリーダーシップにより学校の組織力を生かして事案に対処するととも

に，生徒指導の機能を生かして「互いに高め合う温かな学級・学習集団づくり」が推進されるよ

う教員の指導力向上を図り，引き続き児童生徒へのきめ細かな対応をお願いします。 

さらに，本市学校教育において，特別支援教育の重要さは近年とみに増しています。特に，本

市では通級学級入級の児童生徒が増加しており，通級による指導効果を通常学級において波及さ

せることが重要となっています。特別支援学校や特別支援学級と同様，通常学級においても特別

な配慮を要する児童生徒については，家庭と連携しながら一人ひとりの教育的ニーズに応える具

体的な指導・支援の充実が必要となっているところです。 

なお，東京２０２０オリンピック・パラリンピック大会が福島市で行われることから，これを

一つの契機として児童生徒の体力・運動能力の向上に生かすとともに，オリンピック・パラリン

ピック教育への取組も推進願います。 

結びに，自校の課題や実態に即して各内容をさらに具体化し，新年度の教育課程の編成，教育

活動の改善・充実，そして評価の観点等として，「平成３１年度学校教育指導の重点」を有効に

活用されることを期待しています。 
 
 平成３１年２月 
 
                              福島市教育委員会教育長 本 間   稔 
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４つのアクション 

１ 各中学校区における目指す子どもの姿の共有化と具現化 
 ２ 保育・学習指導や生徒指導上の課題解決に向けての協同実践 
 ３ 豊かな人間関係を育む幼児児童生徒の交流活動の積極的な推進 
 ４ 家庭や地域の教育力を活用した実効ある連携の工夫 

 

指導の重点 努 力 ・ 実 践 事 項 

１ 幼・保・小・中学

校の学びのつなが

りを重視した学力

の向上 

① 幼・保・小・中学校における子どもの発達の特性，指導目標・内容の系統

性等について理解を深め，実効ある学力向上策を推進する。 

○ 知的好奇心など学びの基礎を培う幼稚園・保育所，学力向上を図る小・

中学校それぞれの役割の理解と着実な実践 

○ 学びの接続と一貫性を意識した教育課程の編成 

○ 授業参観，授業研究による相互の指導内容・指導方法・学び方，子ども

の見取り等の理解と実践交流の積極的な推進    

② 学習習慣を確立し，学ぶ意欲を高めるために，家庭学習の仕方について指

導し，家庭との連携を推進する。  

○ 「家庭学習のスタンダード（福島市版）」の積極的な活用 

○ 中学校区における幼・保・小・中学校及び保護者との共通理解による「家

庭学習の手引き」等の改善と実践 

③ 「小１プロブレム」「中１ギャップ」の解消に向けた取組を強化する。 

○ 幼稚園・保育所と小学校，小学校と中学校の接続期の連携の充実 

○ 小学校入門期のスタートカリキュラムの実施 

○ 保育所・幼稚園年長後期のアプローチカリキュラムの実施 

○ 小規模学校における小・小連携の充実 

２ 生徒指導上の課

題を解決し，温かな

人間関係を育む連

携の推進 

 

① 「小１プロブレム」「中１ギャップ」の視点から，いじめ，不登校や問題行

動等の未然防止及び課題解決に向けて連携を工夫する。 

  ○ 発達の段階や一人ひとりの実態に応じた適切なかかわり方の共通理解 

 ○ 小・中学校合同の生徒指導協議会等による積極的な情報交換 

 ○ ＳＮＳ及びネット上のトラブルの未然防止，情報モラルの指導の充実 

 ○ ねらいを明確にした多様な幼児児童生徒の交流活動の推進 

② 互いに高め合う温かな学級・集団づくりを工夫する。 

 ○ 互いの話を聞き合い，認め合う集団づくり 

 ○ 規範意識や正義感を育て生かす自律的な集団づくり 

 ○ 小・中学校における諸調査等の効果的な活用 

３ 成長の時期を捉

えた体力・運動能力

の向上と生活習慣

の形成 

① 体力の向上や肥満の防止など幼・保・小・中学校の健康課題を解決する取

組を充実させる。 

 ○ 地域学校保健委員会の活性化 

 ○ 発達段階に応じた運動能力や体力の向上をねらいとした取組の共通理解

と実践 

② 家庭・地域との連携により基本的生活習慣の形成を図る。 

 ○ 早寝・早起き・朝ごはんなどの生活リズムの確立 

４ 子どもの健全な

成長を支える家庭・

地域の基盤づくり 

① 家庭や地域全体で教育環境を整える取組を実践する。 

 ○ 情報通信機器の使用に関し，家庭責任の明確化と家庭と連携した使用ル

ール，生活習慣の定着促進 

○ 地域の特色あるキャッチフレーズ等による啓発の工夫 

 ○ 地域社会における様々な交流活動の工夫 

  ○ 学校支援地域本部事業の学校支援ボランティアなどの地域人材等，地域

の教育力の積極的な活用 

② 地域全体で子どもを育て安全を見守る体制づくりを推進する。 

 ○ 地域で子どもの安全を見守る団体（地域見守り隊等）との連携 
 

幼稚園・保育所，小学校，中学校の連携を基盤とした教育の推進 

校区の「重点

実践事項」及

び「達成指標」

を設定しまし

ょう。 
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指導の重点 努 力 ・ 実 践 事 項  

１ 「幼児期の終わりま

でに育ってほしい姿」

を踏まえ，幼稚園教育

において育みたい資

質・能力を一体的に育

む教育課程の編成・実

施・評価 

① 幼稚園教育において育みたい資質・能力を踏まえた教育目標を

設定し，自園の課題解決の方向性と手立てを明確にして教育課程

を編成する。  

○ 一体的に教育活動が展開されるような全体的な計画の作成 

 ○ 幼児の心身の発達と園や地域の実態に即した創意工夫 

②  「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を具体的な姿で捉え

るとともに，前年度の評価を生かして，長期・短期の指導計画を作

成する。 

○ 期のねらいと実態に応じた活動の精選と連続性を重視した計

画（幼児自身の内面の成長につながる体験の質を重視） 

○ 小学校以降の生活や学習基盤の育成につながる「アプローチ

カリキュラム」の作成（福島市接続期カリキュラム「つなぐ」の活用） 

③ 特に支援を要する幼児の「個別の指導計画」等を長期的な視点

で作成し，その活用に努める。  

○ 幼児の障がいの状態などに応じた指導内容や指導方法の工夫 

○ 職員間や関係機関との連携と共有  

２ 幼児の発達に必要

とされる豊かな体験

が得られる援助や環

境の構成の工夫 

① 幼児理解に努め，発達課題や幼児の実態に応じ，一人ひとりの発

達に必要な体験が得られるような適切な援助や環境の構成を工夫

する。 

○ 心を動かされる多様な直接体験の積み重ね 

 ○  言葉による伝え合いを促す適切な援助 

 ○ 体力向上プログラムの継続的な実施と活動の工夫・充実 

② 一つ一つの体験が相互に結びつく教育活動の充実に努める。 

○ 自ら身近な環境にかかわり、友達と共通の目的に向かう充実

感を味わうことができるような活動の工夫 

○ 幼児が見通しをもてる遊びや活動の展開と，試行錯誤や振り

返りを重視した指導・援助の工夫 

  ○ 互いの教育に対する理解を深める小学校との交流活動や合同

研修会の推進 

③ 全教職員の協力体制のもと，組織的かつ計画的に教育活動の質

の向上を図る。 

 ○  それぞれの教師のよさを生かしたティーム保育の充実 

○ ＰＤＣＡサイクルを生かした園内研修の充実 

３ 保護者との信頼関

係や生活の連続性を

踏まえた家庭との連

携の工夫 

① 保護者への幼児教育の理解の推進と協力体制づくりに努める。 

  ○  保護者との連携による望ましい生活習慣や食習慣の形成 

  ○  保護者の保育参加や懇談会等による幼児の発達の姿の共有   

② 家庭や地域との連携を基盤に，幼児のよりよい発達を助長する。 

  ○  自然，人材，行事など，地域の資源の積極的な活用 

  ○  幼児教育のセンター的な役割の充実 

 

発達や学びの連続性を踏まえた幼稚園教育の充実 

遊びを通して

総合的に育ん

でいますか？ 

段階的なねら

いと達成に向

けた手立てを

明確にしまし

ょう。 



－４－ 

 
 
 
 
 
 
 

指導の重点 努 力 ・ 実 践 事 項  

１ 言語活動の充実による思

考力，判断力，表現力等をは

ぐくむための単元構想の工

夫 

① 単元で身に付けさせたい力は何かを明確にして，単元を構想する。 

 〇 教科の「見方・考え方」を働かせ，資質・能力の育成を意識した深

い教材研究 

② 指導計画や単元構成の中で，授業のねらいに迫るために必要で効果  

的な言語活動を選択・設定する。 

２  「授業の充実」のための

授業展開の工夫 

 

 

 

① ＜めあて・課題＞ 教師の「教えたいこと」を児童生徒の「学びた

いこと」に変える工夫をして学習課題を設定する。 

〇 知りたい，やりたいという意欲や知的好奇心を引き出す課題 

〇 何を学習するのか，何ができればよいのかを明確にした課題 

② ＜自力解決＞  児童生徒が解決に向かうための教師の働きかけを工

夫する。 

〇 解決の見通し（結果の見通しと方法の見通し）の提示や説明 

〇 机間指導による一人ひとりの思考の見取りと個に応じた温かな指

導・支援 

③ ＜発表・話し合い＞ 思考を共有したり，吟味したりするための発

問や教師の働きかけを工夫する。 

〇 何のために話し合うのか，話し合いの目的の明確化 

〇 児童生徒の思考をつなぐ教師のコーディネート 

〇 意見や考えの可視化によるアウトプット場面の充実 

④ ＜まとめ・適用＞ 本時の目標，学習課題（めあて），児童生徒の

学習活動との整合性のあるまとめをする。 

 〇 何を学習したか，子どもの言葉を生かしたまとめ 

 〇 めあてからまとめまで問題解決の流れが分かる構造的な板書 

 〇 本時の学習内容の定着を図る適用問題等の確実な実施 

⑤ ＜振り返り＞ 児童生徒に学んで得た力を自覚させる教師の働きか

けを工夫する。 

 〇 どのように学習してきたか，学習の足跡が見えるノートづくり 

〇 児童生徒の学びや変容を価値付ける教師の言葉かけ  

３ 生徒指導の機能を生かし

た授業の充実 

① 一人ひとりの児童生徒にとって｢わかる・できる授業｣を展開する。 

○ 自ら考え，判断して，自己決定する場の設定 

○ 学習の過程や結果を見取り，自己存在感をもたせる教師の役割 

② 共に学ぶよさが実感できる働きかけを工夫する。 

○ 共感的に理解し合える学習集団づくり 

 ○ 児童生徒同士がつながる場の意図的な設定 

４ 一人ひとりを生かす指導

と評価の一体化の工夫  

 

① 何を（観点ごとの評価規準），どの場面で，どんな方法で評価するの

かを明確にする。 

 ○ 座席表等を活用した見取りの工夫 

② 個に応じた指導が充実するよう評価方法を工夫する。 

○ 観察，ノート・作品による評価，自己評価・相互評価，パフォーマ

ンス評価，ポートフォリオ評価，ペーパーテスト等 

 

 

 

 

 
 

日々の「授業の充実」による確かな学力の確立 

＜教師が授業を振り返るポイント＞ 

① 子どもにとって楽しく，やりがいのある授業だったか 

② どの子どもにも，わかった，できたという実感をもたせられたか 

③ どの子どもにも，温かい声や手をかけることができたか 

考えを深め，広

げることができる

ようにするため

に，「発表・話し合

い」活動の充実

を！ 

 

 

振り返るのは 

子どもだけ？ 

教 師 が話

し過ぎてい

ませんか？ 

 

 



－５－ 

教科名 特に重視したい内容・課題 

国  語 
○ 言葉による見方・考え方を働かせ，言葉の意味，働き，使い方等に着目して自分の思

いや考えをもち，広げ，深める学習活動の充実 

○ 確かな教材研究に基づき，適切な言語活動を通して「話すこと･聞くこと」｢書くこと｣

「読むこと」の３領域の言語の能力を確実に育成する指導の充実 

社  会 

 

 

○ 公民としての資質・能力の基礎を育成するための，社会的な見方・考え方を働かせ

ることができる教材，資料，問いの開発と精選 

○ 社会生活の意味を追究するための，主体的に学習問題や学習課題を見いだすことが

できる導入の工夫及び問題解決的な話合い活動の充実 

算  数 

数  学 

 

◯ 日常生活や社会の事象や数学の事象から算数・数学の問題を見いだし，自立的，協

働的に解決する数学的活動の充実 

○ 基礎・基本の確実な定着のための学習課題とまとめの整合，適用の時間及び効果的

な振り返りの活動の充実 

理  科 

 

○ 小・中・高等学校の学習内容の系統性を踏まえ,知識及び技能の定着を図るとともに,

日常生活や他教科との関連を図り,理科の学びに向かう力を涵養する指導計画の工夫 

○ 予想や仮説,観察,実験の計画のための言語活動,または,結果の分析,考察や再実験の

ための言語活動を充実させることによる「思考力・判断力・表現力」の育成 

生  活 

 

○ 児童の発達の段階や特性を踏まえ，２学年間を見通した児童の思いや願いに柔軟に対

応できる指導計画の工夫 

○ 学習の対象を自分との関わりで捉え，「試す・見通す・工夫する」などを通して新た

な気付きを生み出すことや，伝え合い表現する学習活動を行うことで学びを振り返り，

自分自身への気付きの質を高める指導の充実 

 

音  楽 

 

○ 音や音楽を「音楽を形づくっている要素」とその働きの視点で捉え，捉えたことと，  

 自己のイメージや感情などとを関連付けて考える学習活動の充実 

○ 〔共通事項〕を要として，各領域や分野の関連を効果的に図る題材構成とその配列

の工夫 

図画工作 

美  術 

 

○ 表現活動と鑑賞活動との関連を図り,生活や社会の中の形や色などと豊かに関わ 

る資質・能力を育成する学習活動の充実                                  

○ 創造的に発想や構想をしたり，つくったり表したりすることができる魅力ある題 

材の設定 

 体  育 

 保健体育 

○ 体育や保健の見方・考え方を働かせ，自他の課題を見付け，その解決に向けて問題

解決的な活動を充実させる指導の工夫 

○ 児童生徒の体力向上を図るための「《改訂》運動身体づくりプログラム」の自校化

や発達の段階に応じた補強・補助運動の計画的な実践 

 家  庭 

技術・家庭 

○ 児童生徒の生活の自立を目指し，小学校２年間及び中学校３年間を見通した指導計

画及び題材設定の工夫 

○ 自ら生活の課題を見いだし，よりよい生活の実現に向けて生活を工夫し創造する資質・

能力を育む実践的・体験的な学習活動の推進 

外 国 語 

（中学校） 

○ 学習した語彙や表現等を活用し，「やり取り」・「即興性」を意識した言語活動の

充実 

○ 小学校における学習との接続を重視するとともに，授業を英語で行い，授業全体を

「実際のコミュニケーションの場面」とする指導の実践 

道 徳 

 

○ 読み物資料の心情理解に留まらず，道徳的価値の理解を基に自己を見つめ，自分

との関わりで多面的・多角的に考えを深める指導の工夫 

○ 学習指導要領解説に示される「内容項目の指導の観点」を捉え，児童生徒の実態

把握，教材検討に基づく発問の吟味 
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＞
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①
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④
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な
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な
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❸
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ト
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性
化

❹
板
書
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①
全
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業
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善
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指導の重点 努 力 ・ 実 践 事 項  

１ 各教科等の特質に

応じた情報活用能力

の育成 

 

 
① 情報活用能力の育成を図るため，各学校においてコンピュータや情報通信

ネットワークなどの情報手段を適切に活用した学習活動の充実を図る。 

ア 児童がコンピュータで文字を入力するなどの学習の基盤として必要

となる情報手段の基本的な操作を確実に身に付けさせる。 

   ○ キーボードなどによる文字の入力 

○ 電子ファイルの保存・整理 

○ インターネット上の情報の閲覧 

○ 電子的な情報の送受信や共有等 

  イ 生徒が学習活動を遂行する上で必要となる情報手段の基本的な操作

の習得や，プログラミング的思考，情報モラル，情報セキュリティ，統

計等に関する資質・能力を育む。 

② 各種の統計資料や新聞，視聴覚教材や教育機器などの教材教具の適切な活

用を図る。 

③ 学習指導要領完全実施を見据え，小学校においてはカリキュラム・マネジ

メントにより，各教科等の特質に応じて，プログラミング学習への準備に努

める。 

  例 算数：図形の作成におけるプログラミング的思考 

理科：電気製品に活用されているプログラミング 

総合：自分の暮らしとプログラミングとの関係 

２ ＩＣＴ機器活用に

おける情報モラル教

育の一層の充実 

 

① 各教科等の目標と情報モラル教育の目標を明確にし，学校の教育活動全体

を通して，適切に情報モラルを身に付けるための学習活動を教育課程に位置

付ける。 

  ○ 情報社会の倫理：情報に関する自他の権利を尊重して責任ある行動を取

る態度。 

○ 法の理解と遵守：情報社会におけるルールやマナー，法律があることを

理解し，それらを守ろうとする態度。 

○ 公共的なネットワーク社会の構築：情報社会の一員として公共的な意識

をもち，適切な判断や行動を取る態度。 

 ○ 安全への知恵：情報社会の危険から身を守り，危険を予測し，被害を予

防する知識や態度。 

    ○ 情報セキュリティ：生活の中で必要となる情報セキュリティの基本的な

考え方，情報セキュリティを確保するための対策・対応についての知識。 

② 保護者への啓発活動と，保護者や校種間，及び関係機関との十分な連携が

図れるような指導体制を確立する。 

○ 家庭におけるスマートフォンやＳＮＳ，インターネット等利用の

ルールづくりやフィルタリング利用の啓発 

３ 教育の情報化に対

応するための指導体

制の確立 

① 学校教育全体において情報教育を推進するため，校内の指導体制を確立す

るとともに，ＩＣＴ機器を授業に効果的に活用する。 

② ＩＣＴ機器の効果的な活用及び管理についての校内体制の確立
を図るとともに, 講習会等への積極的な参加を推進する。 

 

ICT(Information and 

Communication 

Technology)は「情報通

信技術」の略です。 

☝

☞ 

子どもたちを守るた

めに！ 

情報モラルの指導は

学校の責任で！！ 
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指導の重点 努 力 ・ 実 践 事 項  

１ 道徳性・規範意識の
芽生えを培う教育の推
進（幼） 

① 教師との温かな信頼関係を基に，自己発揮しながら友達と遊ぶ中で，言葉
による伝え合いを重視するとともに，思いやりやきまりの大切さに気付ける
ような援助の工夫に努める。 

② 幼稚園における遊びを通じた葛藤の体験や課題解決の場面における気付
きを促す指導を充実し，そのよさを小学校低学年でも取り入れられるよう，
幼小連接の推進に一層取り組む。 

③ 教師間の共通理解や家庭との同一歩調による連携を工夫し，一人ひとりの
発達の特性や心の動きに応じたきめ細かな指導に努める。 

２ 児童生徒,学校,地域

の実態を踏まえた全体

計画の改善と推進体制

の確立 

① 校長が明確な方針を示し，道徳教育推進教師を中心とした全教師の協力
体制の下，道徳性の育成にかかわる自校の課題及び解決の手立てを明確に
し，指導に生かす。 

◯ 児童生徒や学校の実態に応じた指導内容の重点化 

◯ 内面に根ざした道徳性の育成を図る豊かな体験活動の構想 

 ◯ 「生命を尊重する心」，「他者を思いやる心」等を重点とした系統的・発
展的な内容の構成 

 ◯ いじめ防止の視点に立った系統的・発展的な指導の工夫 

②「道徳科」の趣旨を踏まえた全体計画及び別葉への改善を図る。         

◯ 各教科等で行う道徳教育との関連を明確にした計画的・発展的な指      

 導 

◯ 教科書を主たる教材とし，各校の指導の重点に応じた「わたしたち
の道徳（Web 版）」「ふくしま道徳教育資料集」「文部科学省資料」など
多様な教材の活用 

  
 

３ 道徳的価値について

の理解を基に，自己を

見つめ，考えを深める

道徳科の授業の充実 

① 児童生徒に考えさせたいことを明確にする。【本時のねらいの検討】 
◯ 明確な指導の意図に基づいた授業構想 

 ・ 教師による道徳的価値の理解（ねらいや指導内容の捉え） 

 ・ 児童生徒の実態把握（これまでの学習状況や実態） 

 ・ 教材の検討（教材の特質，特質を生かす具体的な活用方法） 
 

② ねらいを踏まえ，道徳科の特質（「多面的・多角的に考える」「自己を
見つめる」）に根ざした学習を展開する。【指導方法の工夫】 

 ◯  問題意識を高める導入の工夫 

 ◯ 主体的に「多面的・多角的に考える」「自己を見つめる」ことができ
る発問の吟味と，学習活動の検討 

  ※ 参考：質の高い多様な指導方法について「自我関与が中心の学習」「問題解決的な学習」

「道徳的行為に関する体験的な学習」(Ｈ28.7 道徳教育に係る評価等の在り方会議報告) 

◯ 思考ツールの活用や書く活動を設定するなど，児童生徒一人ひとり
が自分の考えや立場を明確にする学習活動の工夫 

 
③ 児童生徒の学習状況や道徳性に係る成長の様子を把握する。【評価】 
 ◯ 「一面的な見方から多面的・多角的な見方へと発展しているか」「道

徳的価値の理解を自分自身との関わりの中で深めているか」という視
点を重視した見取り 

◯ 授業中の発言や記述等による１時間ごとの学習状況の把握と累積 

◯ 道徳ノートやワークシートの記述を学期，年間など一定の期間を通
じて見取る個人内の成長の評価（成長を積極的に受け止め励ます評価） 

４ 家庭や地域等の協力

の下での道徳教育の推

進 

① 教師も児童生徒と共に学ぶ姿勢に立ち，家庭や地域社会との共通理解を深

め，相互の連携を図り，道徳的実践の場と機会の拡充を図る。 

 ◯  道徳教育における地域の人々の参加，協力の推進         
◯  様々な体験活動や交流体験の充実                      
◯  保護者等への授業公開の積極的な実施 

 

 

授業の前に，学

習指導要領解説

「内容項目の指導

の観点」で確認し

ましょう！ 

よりよく生きるための基盤となる道徳性を養う道徳教育の推進   
 

どんな子ども

を育てたいか， 

共通理解してい

ますか？ 

「今後どうしたい

か」等，行為を決

定することが目的

ではありません。 
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指導の重点 努 力 ・ 実 践 事 項 

１ 地域や自校の特色を生

かした全体計画，年間指

導計画の改善・充実 

① 探究的な学習の過程を一層重視し，地域や自校の実態を考慮しながら，全体計画

を見直す。 

○ 目標，育てようとする資質や能力及び態度の明確化 ，内容（何を学ぶか、探究

的な学習を通して何ができるようになるのか）についての再検討 

○ 地域や学校の特色に応じた課題・内容（町づくり，伝統文化，地域経済，防災

など）を考慮 

② 年間指導計画・単元計画の単元配列・時数配当を見直す。 

○ 全教育活動との関連性，学年・校種間との連続性や発展性 

○ 「探究の過程の連続」を重視したまとまりのある単元配列 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○ 子どもの学びに応じた授業時間の弾力的な運用 

２ 問題の解決や探究活動

に主体的・創造的・協働

的に取り組む態度を育て

る学習活動の充実 

① 探究の過程を重視する。 

〈課題の設定〉 児童生徒が自ら課題意識をもつような，学習対象との意図的な関わり

方や出会わせ方の工夫 

〈情報の収集〉 観察，実験，見学，調査，探索，追体験など，課題解決に必要な情報

を収集する活動の位置付け 

〈整理・分析〉 収集した情報を整理したり，分析したりして思考する学習活動の位置

付け 

〈まとめ･表現〉 気付きや発見，自分の考えをまとめ，判断し，各教科等で身に付け

た表現方法を活用する場の設定 

② 他者と協働して取り組む学習活動を展開する。 

○ 多様な情報の活用（共通点や相違点，関連性を発見する話し合い） 

○ 異なる視点からの考え（収集した情報の比較,分類，関連付け） 
○ 力を合わせることや交流（ｸﾞﾙｰﾌﾟ,異年齢,地域の人,専門家） 

○ 個性や主体的な個の学びのよさも重視（個と集団の学習のバランス） 

③ 言語により分析し、まとめたり表現したりする活動（考える技法の活用）を展開する。 

④ ＩＣＴ等を活用して情報を収集･整理･発信する学習活動を展開する。  

３ 学習評価の充実と学習

指導・指導計画の評価の

推進 

① 育てたい資質・能力を明確にして評価項目を見直す。 

② 児童生徒の学習状況を的確に捉え，評価方法に工夫改善を加える。 

○ 教師間で評価の観点や評価規準を確認してから学習状況を評価するなど，どの

教師も同じように判断できる信頼される評価 

○ 多様な評価方法（表現，観察，制作物，ポートフォリオを活用した評価）や評

価者による評価（児童の自己評価・相互評価，教師や地域の人々等による他者評

価）を適切に組み合わせた多面的な評価 

○ 学習活動前に実態を把握したり，学習活動中または終末に学習状況を把握・改

善したりするなど，授業の事前や途中，終末に適切に位置付けて実施する評価 

③ 子どもの姿や成長から，学習内容・活動を振り返って，指導方法や指導計画の改

善を図る。 

4つの探究のプ

ロセスを確実に 

課題の設定  

 

情報の収集  

 

整理・分析  

 

  

 

新たな課題の設定  

 

※ 自らの考えや課題が新たに更新され，探究の過程が発展的に繰り返される    

課題の設定 

情報の収集 まとめ・表現 

整理・分析 
･･･ 

探究の過程の連続区 振り返りを通して,

新たな課題へ 


